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番
外
二

　
「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」

吉
崎
・
福
井
紀
行
（
二
）　

■

福
井
城
址

吉
崎
を
訪
ね
た
あ
と
、
福
井
駅
に
着
い
た
の
は
午
後
三
時
前
。
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
に
荷
物
を
預
け
て
、
と
り
あ
え
ず
福
井
城
址
に
向
か
い
ま
し
た
。

心
覚
え
に
、
駅
前
の
観
光
案
内
所
で
も
ら
っ
た
観
光
案
内
図
か
ら
切
り
取
っ

て
、
福
井
駅
・
福
井
城
址
周
辺
の
略
図
を
示
し
ま
す
。

福
井
駅
・
福
井
城
址
周
辺

ま
ず
は
、
越
前
福
井
藩
の
藩
祖
松
平
秀
康
、
徳
川
初
代
徳
川
家
康
、
福

井
第
十
六
代
松
平
康
永
を
祭
神
と
す
る
　さ佐　
　か佳　
　え枝　
　の廼　
　や
し
ろ
社　
に
詣
で
ま
し
た
。
市

内
の
再
開
発
で
複
合
施
設
に
な
っ
て
お
り
、
駐
車
場
な
ど
が
併
設
さ
れ
て
い

ま
す
。　さ佐　

　か佳　
　え枝　
　の廼　
　や
し
ろ
社　

東
北
方
向
に
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
中
央
公
園
に
は
、
岡
倉
天
心
の

像
が
た
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
横
浜
生
ま
れ
の
天
心
の
像
が
こ
こ
に
あ
る
の

か
と
い
う
と
、
横
浜
の
貿
易
商
で
あ
っ
た
父
、
岡
倉
勘
右
衛
門
が
、
福
井

藩
士
で
あ
っ
た
関
係
で
す
。
天
心
自
身
は
、
福
井
に
在
住
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
福
井
を
郷
里
と
感
じ
、
福
井
出
身
の
橋
本
左
内
を
尊
敬
し
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

岡
倉
天
心
（
文
久
二
年
〔
一
八
六
三
〕
〜
大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕）
は
、
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岡
倉
天
心
像
（
中
央
公
園
内
）

明
治
期
に
活
躍
し
た
文
人
・
思
想
家
。
東
京
美
術
学
校
の
第
二
代
校
長
と
し

て
、
日
本
画
家
を
育
て
ま
し
た
。
東
京
美
術
学
校
か
ら
排
斥
さ
れ
た
の
ち
、

日
本
美
術
院
を
創
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
中
国
・
日
本

美
術
部
長
を
勤
め
、
日
本
文
化
を
英
文
で
欧
米
に
広
く
伝
え
ま
し
た
。
明
治

三
九
年
〔
一
九
〇
六
〕
に
英
文
で
刊
行
し
た
『
茶
の
本
』
は
つ
と
に
有
名
。

振
り
返
っ
て
み
て
、
こ
の
よ
う
な
日
本
文
化
の
発
信
者
は
、
現
在
の
ほ
う
が

よ
り
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
皆
無
に
等
し
い
の
が
残
念
で
す
。
ま

あ
、「
ク
ー
ル
」
と
か
「
か
わ
い
い
」
な
ど
の
「
日
本
文
化
」
が
世
界
を
席

捲
し
て
い
る
こ
と
で
、
も
っ
て
瞑
す
べ
し
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

福
井
城
は
、
徳
川
家
康
の
次
男
、
結
城
秀
康
（
の
ち
に
松
平
姓
）
が
、
北

の
庄
城
の
旧
地
に
築
城
し
た
も
の
。
足
羽
神
社
に
参
詣
し
た
と
き
に
（
後

述
）、
途
中
の
広
場
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
の
旧
地
）
に
福
井
城
の

模
型
が
あ
り
ま
し
た
。
概
略
を
見
る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
で
、
こ
こ
に
写

真
を
載
せ
て
お
き
ま
す
。
現
在
は
、
内
堀
に
囲
ま
れ
た
大
部
分
が
福
井
県
庁

な
ど
の
敷
地
に
転
用
さ
れ
て
お
り
、
福
井
城
址
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、

福
井
城
模
型

西
北
隅
の
天
守
閣
の
立
っ
て
い
る
部
分
で
す
。

福
井
城
址
へ
は
、
山
里
口
御
門
の
跡
か
ら
入
り
ま
し
た
。
堀
に
映
っ
て
い

る
城
址
の
写
真
で
、
石
垣
の
切
れ
目
の
と
こ
ろ
で
す
。
急
な
階
段
を
登
っ
た

と
こ
ろ
に
、「
天
守
閣
跡
と
福
の
井
」
の
碑
。
そ
の
　か
た
わ
傍　
ら
に
、
福
井
の
名
称

の
も
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
「
福
の
井
」
が
あ
り
ま
し
た
。
福
井
城
址
の

周
り
に
は
、
桜
が
植
わ
っ
て
お
り
、
春
の
花
の
時
期
に
は
堀
に
映
っ
て
、
見

事
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

福
井
城
址
の
西
側
に
、
福
井
藩
第
十
六
代
松
平
康
永
を
祭
っ
た
福
井
神
社
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福
井
城
址

天
守
閣
跡
と
福
の
井

福
井
神
社
銀
杏

が
あ
り
ま
す
。
松
平
康
永
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
号
の
春
嶽
の
ほ
う
が

通
り
が
よ
い
。
幕
末
の
英
君
と
し
て
有
名
で
す
。「
　別　
格

官
幣
社　
福
井
神
社
」
の
標

柱
の
傍
ら
に
は
、
　い
ち
ょ
う

銀
杏　
の
大
樹
が
あ
り
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
の
最
末
期
に
戦

災
に
あ
い
枯
死
寸
前
と
な
っ
た
が
、
新
芽
を
出
し
て
復
活
し
た
の
で
、
福
井

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
福
井
市
の
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
標
柱
の
素
材
は
　し
ゃ
く
だ
に
い
し

笏
谷
石　
で
、
産
地
は
市
内
の
足
羽
山
。
雨
に
濡
れ
た
と

き
の
色
が
格
別
と
い
い
ま
す
。

■

北
の
庄
城
址

J
R
福
井
駅
に
戻
っ
て
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
荷
物
を
受
け
だ
し
て
、

桜
橋
近
く
の
宿
に
向
か
う
段
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
没
ま
で
に
は
間
が
あ
っ

た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
を
し
て
、
北
の
庄
城
址
（
柴
田
神
社
）
を
訪
ね

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

天
正
元
年
〔
一
五
七
三
〕
に
、
越
前
　い
ち
じ
ょ
う
が
た
に

一
乗
谷　
に
拠
っ
た
朝
倉
　よ
し
か
げ

義
景　
、
つ



番外二 吉崎・福井紀行（二） 18

柴
田
神
社

お
市
の
方
、
三
姉
妹
像

い
で
近
江
小
谷
城
に
拠
っ
た
浅
井
長
政
を
滅
ぼ
し
た
織
田
信
長
は
、
朝
倉
旧

臣
と
一
向
一
揆
に
よ
る
反
攻
を
退
け
、
天
正
三
年
〔
一
五
七
五
〕
に
近
江
・

越
前
を
平
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
戦
闘
に
功
の
あ
っ
た
柴
田
勝
家
に
越
前

四
十
九
万
石
を
与
え
、
加
賀
一
向
一
揆
勢
の
攻
略
に
当
た
ら
せ
ま
し
た
。
天

正
三
年
〔
一
五
七
五
〕、
勝
家
は
北
の
庄
城
（
福
井
市
は
戦
国
時
代
に
は
、

北
の
庄
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
）
を
築
城
し
、
上
杉
謙
信
の
参
戦
な
ど
に
悩

ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
加
賀
一
向
一
揆
勢
を
平
定
し
た
の
が
、
天
正

八
年
〔
一
五
八
〇
〕。
天
正
十
年
〔
一
五
八
二
〕
に
織
田
信
長
が
本
能
寺
の

変
で
横
死
。
こ
の
あ
と
、
お
市
の
方
と
結
婚
。
お
市
の
方
は
、
織
田
信
長
の

妹
。
近
江
の
浅
井
長
政
に
嫁
し
、
二
男
・
三
女
（
茶
々
、
初
、
江
）
を
も
う

け
、
浅
井
長
政
が
織
田
信
長
に
滅
ぼ
さ
れ
た
の
ち
、
織
田
家
に
も
ど
っ
て
い

ま
し
た
。
天
正
十
一
年
〔
一
五
八
三
〕、
賤
ヶ
岳
の
戦
で
勝
家
が
豊
臣
秀
吉

に
破
れ
、
勝
家
と
お
市
は
北
の
庄
城
内
で
自
害
。
茶
々
（
豊
臣
秀
吉
側
室
）、

北
の
庄
城
天
守
閣
模
型

初
（
京
極
高
次
正
室
）、
江
（
徳
川
秀
忠
継
室
、
徳
川
家
光
生
母
）
は
救
出

さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
ま
す
。

柴
田
神
社
は
、
柴
田
勝
家
を
祀
っ
て
い
ま
す
。
天
正
十
一
年
〔
一
五
八

三
〕
に
北
の
庄
城
落
城
後
、
本
丸
跡
地
に
建
て
た
祠
が
起
こ
り
で
、
神
社
と

し
て
の
体
裁
を
整
え
た
の
は
、
明
治
二
三
年
〔
一
八
九
〇
〕。
境
内
に
は
平

成
一
〇
年
〔
一
九
九
八
〕
創
建
の
三
姉
妹
神
社
が
あ
り
、
市
の
方
の
娘
三

人
を
祀
っ
て
い
ま
す
。
鳥
居
を
入
る
と
、
左
手
に
お
市
の
方
と
三
姉
妹
像
、

さ
ら
に
は
、
南
面
し
て
柴
田
勝
家
像
。
折
か
ら
、
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ

「
江
」
が
放
映
中
な
の
で
、
三
姉
妹
像
の
写
真
を
載
せ
て
お
き
ま
す
。
柴
田

神
社
の
南
半
分
は
、
北
の
庄
城
址
公
園
と
な
っ
て
い
て
、
北
の
庄
城
石
垣
や
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福
井
城
の
堀
な
ど
の
遺
構
が
発
掘
さ
れ
て
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
限

定
で
、
北
の
庄
城
天
守
閣
の
模
型
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■

愛
宕
坂
と
足
羽
神
社

翌
日
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
学
会
秋
季
年
会
の
始
ま
る
日
。
受
付
開
始
が

十
二
時
半
な
の
で
、
時
間
の
空
い
た
午
前
中
に
　あ
す足　
　わ羽　
山
近
辺
を
め
ぐ
り
ま
し

た
。
お
も
な
目
当
て
は
、
橘
曙
覧
と
芭
蕉
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
で
す
。

足
羽
山
周
辺

■

橘

曙

覧

足
羽
神
社
に
詣
で
る
に
は
、
愛
宕
坂
を
登
り
ま
す
。
こ
の
坂
の
石
段
に

は
、
　し
ゃ
く
だ
に
い
し

笏
谷
石　
が
使
わ
れ
て
お
り
、
写
真
で
わ
か
る
よ
う
に
、
天
板
と
側
板
を

別
々
に
し
て
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。
丸
ご
と
の
石
を
使
っ
て
い
な
い
の
は
、

多
分
、
石
材
の
使
用
量
を
抑
え
る
た
め
の
工
夫
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
見
上

げ
る
と
一
風
変
わ
っ
た
印
象
を
あ
た
え
ま
す
。

愛
宕
坂

橘
曙
覧
黄
金
舎
跡
の
碑

愛
宕
坂
の
途
中
に
、
　た
ち
ば
な
あ
け
み
こ
が
ね
の
や

橘
曙
覧
黄
金
舎　
跡
の
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
は
、

　た
ち
ば
な
あ
け
み

橘
曙
覧　
記
念
文
学
館
（
二
〇
〇
〇
年
開
設
）
の
門
前
で
す
。
橘
曙
覧
（
文
化

九
年
〔
一
八
一
二
〕
〜
慶
応
四
年
〔
一
八
六
八
〕）
は
、
歌
人
、
国
学
者
。

「
た
の
し
み
は
」
で
始
ま
る
『
　ど
く
ら
く
ぎ
ん

独
楽
吟　
』
の
連
作
（
五
二
首
）
で
有
名
。
そ

の
中
か
ら
い
く
つ
か
引
用
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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た
の
し
み
は
朝
お
き
い
で
て
昨
日
ま
で

　な
か無　
り
し
花
の
咲
け
る
見
る
時

た
の
し
み
は
そ
ゞ
ろ
　よ
み読　
ゆ
く
　ふ
み書　
の
中
に

我
と
ひ
と
し
き
人
を
み
し
時

た
の
し
み
は
世
に
　と
き解　
が
た
く
す
る
　ふ
み書　
の

心
を
ひ
と
り
さ
と
り
得
し
時

た
の
し
み
は
心
を
お
か
ぬ
友
ど
ち
と

笑
ひ
か
た
り
て
腹
を
よ
る
と
き『

志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』、
橘
曙
覧

『
日
本
古
典
文
学
大
系
九
三
近
世
和
歌
集
』
岩
波
書
店
（
一
九
六
六
）

橘
曙
覧
記
念
文
学
館
に
は
、『
独
楽
吟
』
の
連
作
が
、
二
列
に
並
ん
だ
表

示
柱
（
縦
長
の
　あ
ん
ど
ん

行
灯　
）
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
用
し
た
歌
は
、
い

ず
れ
も
平
明
な
の
で
、
講
釈
す
る
ま
で
も
な
く
、
歌
の
心
は
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
平
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
橘
曙
覧
の
到
達
し
た
境
地
は
奥
深
い
。
橘
曙

覧
が
、
黄
金
舎
に
住
ん
だ
の
は
二
十
八
歳
か
ら
三
十
七
歳
ま
で
の
約
十
年
で

す
。
そ
の
後
、
市
内
三
つ
橋
に
移
り
、
　わ
ら
の
や

藁
屋　
と
称
し
て
い
ま
す
。

愛
宕
坂
を
さ
ら
に
登
る
と
、
前
述
の
福
井
城
模
型
が
残
し
て
あ
る
旧
福
井

市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
の
広
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
橘
曙
覧
の
歌
碑

が
立
っ
て
い
ま
す
。

歌
碑
に
刻
ん
で
あ
る
の
は
、
国
学
者
と
し
て
の
橘
曙
覧
の
日
常
を
吐
露
し

た
歌
で
す
。
橘
曙
覧
は
、
本
居
宣
長
に
私
淑
し
、
飛
騨
高
山
の
国
学
者
田
中

　お
お
ひ
で

大
秀　
に
師
事
し
て
い
ま
す
。

正
月
つ
い
た
ち
の
日
古
事
記
を
開
き
て

は
る
に
あ
け
て
　ま
づ先　
み
る
　ふ
み書　
も
　あ
め
つ
ち

天
地　
の

橘
曙
覧
の
歌
碑

は
じ
め
の
時
と
　よ
み読　
い
ず
る
か
な

曙
覧

一
市
井
人
と
し
て
一
生
を
送
っ
た
橘
曙
覧
で
す
が
、
生
前
に
も
名
声
は
藩

内
に
聞
こ
え
て
い
て
、
安
政
の
大
獄
で
謹
慎
中
に
藩
主
松
平
春
嶽
は
、
橘
曙

覧
に
、
万
葉
集
か
ら
三
十
六
首
の
秀
歌
を
選
ば
せ
て
い
ま
す
。
曙
覧
五
十
四

歳
の
と
き
、
藁
屋
に
春
嶽
が
出
向
き
、
出
仕
を
勧
め
ま
し
た
が
辞
退
し
、
市

井
人
を
貫
き
ま
し
た
。

橘
曙
覧
の
業
績
の
顕
彰
は
、
長
男
　い井　
　て手　
　い
ま
し
げ

今
滋　
の
『
橘
曙
覧
小
伝
』
や
『
橘

曙
覧
遺
稿
　し

の

ぶ

の

や

志
濃
夫
廼
舎　
歌
集
』
の
刊
行
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
の
ち
に

正
岡
子
規
が
曙
覧
を
万
葉
集
の
系
譜
を
引
く
歌
人
と
し
て
重
視
す
る
契
機
と

な
り
ま
し
た
。
正
岡
子
規
『
橘
曙
覧
の
歌
』（
初
出
は
『
日
本
』)

が
青
空
文

庫
か
ら
手
に
入
り
ま
す
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
o
z
o
r
a
.
g
r
.
j
p
/
c
a
r
d
s
/
0
0
0
3
0
5
/
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f
i
l
e
s
/
4
6
4
9
0
Y
_
3
0
0
2
6
.
h
t
m
l

こ
の
論
評
の
中
で
、
正
岡
子
規
は
、
曙
覧
が
万
葉
の
精
神
を
よ
く
継
承
し
て

い
る
と
し
な
が
ら
も
、「
た
だ
歌
全
体
の
調
子
に
お
い
て
曙
覧
は
つ
い
に
万

葉
に
及
ば
ず
、
実
朝
に
劣
り
た
り
、
惜
し
む
べ
き
彼
は
完
全
な
る
歌
人
た
る

に
あ
た
わ
ざ
り
き
」
と
評
し
て
い
ま
す
（
正
岡
子
規
『
日
本
』
明
治
三
二
年

四
月
二
二
日
付
）。
こ
れ
は
、
多
少
、
正
岡
子
規
の
独
り
よ
が
り
で
、
そ
れ

に
続
く
、
曙
覧
の
歌
の
講
評
も
頷
け
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
す
。『
万

葉
調
』
を
め
ざ
し
た
と
し
て
も
曙
覧
の
独
自
の
境
地
が
あ
る
は
ず
で
、
多
く

の
歌
人
を
『
万
葉
調
』
と
し
て
　ひ
ろ
く
く

一
括　
り
に
し
て
優
劣
を
付
け
よ
う
と
す
る
の

は
、
そ
も
そ
も
無
理
な
こ
と
で
す
。

■

足
羽
神
社

愛
宕
坂
は
、
　あ
す足　
　わ羽　
神
社
へ
の
参
道
で
す
。
祭
神
は
、
　け
い
た
い

継
体　
天
皇
。『
日
本

書
紀
』
の
継
体
紀
（
の
中
の
一
説
）
に
よ
れ
ば
、
応
神
天
皇
五
世
の
皇
孫
で
、

直
系
が
途
絶
え
た
と
き
、
越
前
か
ら
迎
え
ら
れ
て
、
第
二
六
代
天
皇
と
し
て

即
位
。
時
に
、
五
十
八
歳
。

写
真
は
、
足
羽
神
社
の
拝
殿
。
本
殿
は
こ
の
奥
の
林
の
中
。
足
羽
神
社
境

内
に
は
、
し
だ
れ
桜
、
高
尾
モ
ミ
ジ
の
大
木
が
あ
り
、
継
体
天
皇
御
世
系
碑

が
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
は
、
橘
曙
覧
な
ど
が
弘
化
三
年
〔
一
八
四
六
〕

に
建
立
し
た
も
の
。

　け
い
た
い

継
体　
天
皇
は
謎
の
多
い
天
皇
で
す
。『
古
事
記
』
の
武
烈
天
皇
の
項
の
最

後
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
り
ま
す
。

天
皇
既
崩
、
　無
下　
　可
レ　
　知
二　
日
　続
一　
之
　
。
王
上　

故
品
太
天
皇
五
世
之

孫
、
袁
本
杼
命
　自
二　
近
淡
海
　国
一　
　令
二　
上
　坐
一　
而
、
　合
レ　
　於
二　
手
白
髪

足
羽
神
社
拝
殿

継
体
天
皇
御
世
系
碑

　
、
命
一　

　授
ー二　
奉
天
　下
一　
也
。

（
書
き
下
し
文
）

　す
め
ら
み
こ
と

天
皇
　
既
に
　か
む
あ
が

崩　
り
ま
し
て
、　ひ
つ
ぎ

日
続　
知
ら
す
べ
き
　み
こ王　
　ま
さ
ざ
無　
り
き
。故

に
、
　ほ
む
だ
の

品
太　
　す
め
ら
み
こ
と

天
皇　
の
　い
つ
つ
ぎ

五
世　
の
　ひ
こ孫　
、
　を袁　
　ほ本　
　ど
の杼　
　み
こ
と
命　
を
　ち
か
つ
あ
ふ
み
の
く
に

近
淡
海
国　
よ
り
　の
ぼ上　

り
　ざ坐　
さ
し
め
て
、
　た手　
　し
ら
か
み
の
み
こ
と

白
髪
命　
に
　あ
わ合　
せ
て
、
天
下
を
授
け
　ま
つ奉　
り
き
。

『
古
事
記
・
上
代
歌
謡
』
荻
原
浅
男
、
鴻
巣
隼
雄
校
注
訳

日
本
古
典
学
全
集
一
、
小
学
館
（
一
九
七
三
）

こ
の
訓
読
文
に
よ
る
書
き
下
し
文
は
、
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
風
で

す
の
で
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
調
に
訓
読
し
た
も
の
を
次
に
示
し
ま
す
。
振
り
が

な
も
付
け
て
お
き
ま
す
。

天
皇
　ニ既　
　ほ
う
ジ、
崩　

　な
シ無

下　
　べ
キ可

レ　
　し
ら
ス
知
二　
　ひ日　
　つ
ぎ続

一　
之
　み
こ

。
王
上　

　ニ

、
故　

　ほ
む品　
　だ
の太　
天
　ノ皇　
五
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世
之
　そ
ん孫　
、
　を袁　
　ほ本　
　ど
の杼　
　み
こ
と、
命　

　よ
リ自

二　
　ち
か
つ
近　
　あ
ふ淡　
　み
の海　
　く
に国

一　
　し
メ令

二　
　の
ぼ
リ
上　
　ざ
サ坐

一　
而
、
　あ
わ
セ
合
レ　

　に於
二　
　た手　
　し
ら白　
　か
み
の
髪　
　み
こ
と、
命
一　

　さ
ず
ケ
授
ー二　
　た
て
ま
つ
ル

奉
　
　て
ん天　
　か
ヲ下

一　
也
。

（
書
き
下
し
文
）

　て
ん
の
う

天
皇　
既
に
　ほ
う崩　
じ
、
　ひ
つ
ぎ

日
続　
知
ら
す
べ
き
　み
こ王　
　な無　
し
。
故
に
、
　ほ
む
だ
の

品
太　

　て
ん
の
う

天
皇　
の
　ご五　
　せ
い世　
の
　そ
ん孫　
、
　を袁　
　ほ本　
　ど
の杼　
　み
こ
と
命　
を
　ち
か
つ
あ
ふ
み
の
く
に

近
淡
海
国　
よ
り
　の
ぼ上　
り
　ざ坐　
さ
し

め
、
　た手　
　し
ら
か
み
の
み
こ
と

白
髪
命　
に
　あ
わ合　
せ
て
、
天
下
を
授
け
　た
て
ま
つ

奉　
る
。

「
　ほ
む
だ
の

品
太　
　す
め
ら
み
こ
と

天
皇　
」
は
、
応
神
天
皇
。「
　を袁　
　ほ本　
　ど
の杼　
　み
こ
と
命　
」
は
、
継
体
天
皇
。
　た手　

　し
ら
か
み
の
み
こ
と

白
髪
命　
は
、
武
烈
天
皇
の
皇
妹
。

（
現
代
語
訳
）

武
烈
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
が
、
後
継
の
皇
子
が
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
応
神
天
皇
の
五
代
目
の
子
孫
で
あ
る
　を袁　
　ほ本　
　ど
の杼　
　み
こ
と
命　
（
継
体

天
皇
）
を
近
江
の
国
か
ら
上
ら
せ
て
即
位
さ
せ
、
武
烈
天
皇
の
妹

君
の
　た手　
　し
ら
か
み
の
み
こ
と

白
髪
命　
と
　め
あ娶　
わ
せ
て
、
政
治
を
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。

『
日
本
書
紀
』
の
継
体
紀
や
『
扶
桑
略
記
』
に
よ
る
と
、
継
体
天
皇
の
崩

御
は
、
八
十
二
歳
（
他
の
説
も
併
記
さ
れ
て
い
ま
す
）。『
古
事
記
』
で
は
、

崩
御
し
た
年
齢
は
四
十
三
歳
と
あ
り
、
大
幅
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。
出
身
地

に
つ
い
て
『
古
事
記
』
の
記
載
を
文
字
通
り
受
け
取
る
と
、
継
体
天
皇
（
　を袁　

　ほ本　
　ど
の杼　
　み
こ
と
命　
）
は
、
近
江
出
身
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、『
日
本
書

紀
』
や
『
扶
桑
略
記
』
に
よ
る
と
、
出
自
は
近
江
で
は
な
く
、
越
前
の
三

国
で
、
大
伴
金
村
に
迎
え
ら
れ
て
近
江
で
即
位
し
、
そ
の
後
山
城
の
国
で

二
度
、
都
を
移
し
て
、
即
位
後
二
十
年
し
て
大
和
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
継
体
天
皇
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、
ど
う

も
確
信
の
も
て
る
と
こ
ろ
ま
で
ゆ
き
着
き
ま
せ
ん
。

百
坂
（
百
段
坂
）

説
明
板

参
道
を
戻
り
、
旧
郷
土
歴
史
博
物
館
の
広
場
を
過
ぎ
て
さ
ら
に
下
っ
た
と

こ
ろ
に
、
百
坂
と
い
う
急
峻
な
横
道
が
あ
り
ま
す
。
説
明
板
に
よ
れ
ば
、
文

政
一
一
年
〔
一
八
二
八
〕
に
、
愛
宕
坂
と
同
時
に
改
修
さ
れ
た
と
あ
り
、
こ

の
坂
の
石
段
に
も
、
　し
ゃ
く
だ
に
い
し

笏
谷
石　
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■

藤
島
神
社

百
坂
を
下
り
、
水
道
記
念
館
を
右
手
に
見
て
大
通
り
に
出
ま
す
。
大
通
り

を
南
へ
三
分
ほ
ど
歩
く
と
、
藤
島
神
社
前
に
着
き
ま
す
。
鳥
居
を
く
ぐ
る

と
、
参
道
は
急
な
階
段
で
す
。

こ
の
神
社
は
新
田
義
貞
と
そ
の
一
族
を
祀
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
新
田
義

貞
を
祭
神
と
す
る
神
社
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
歴
史
の
復
習
。
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藤
島
神
社
参
道

藤
島
神
社
社
殿

新
田
義
貞
の
鎌
倉
攻
め
、
足
利
尊
氏
の
六
波
羅
探
題
攻
略
に
よ
り
鎌
倉
幕

府
が
滅
亡
。
後
醍
醐
天
皇
を
中
心
と
す
る
建
武
の
新
政
（
建
武
元
年
〔
一
三

三
四
〕）
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
は
や
く
も
建
武
二
年
〔
一
三
三
五
〕
足
利

尊
氏
の
離
反
に
よ
り
頓
挫
。
新
田
義
貞
は
、
建
武
二
年
〔
一
三
三
五
〕
に
湊

川
の
戦
い
で
、
後
醍
醐
天
皇
側
の
楠
木
正
成
と
と
も
に
、
足
利
尊
氏
と
戦
う

が
敗
北
。
勝
利
を
得
て
入
京
し
た
足
利
尊
氏
は
、
光
明
天
皇
を
擁
立
し
て
、

こ
こ
に
北
朝
が
成
立
。
後
醍
醐
天
皇
は
、
吉
野
に
逃
れ
て
南
朝
を
成
立
さ
せ

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
南
北
朝
の
抗
争
が
始
ま
り
ま
す
。
後
醍
醐
天
皇
の
命
に

よ
り
、
新
田
義
貞
は
恒
良
親
王
と
尊
良
親
王
を
奉
じ
て
越
前
へ
下
向
し
、
越

前
金
ヶ
崎
城
（
現
在
の
敦
賀
市
）
に
よ
る
が
、
建
武
四
年
（
延
元
二
年
〔
一

三
三
七
〕）
に
敗
北
。
そ
の
後
、
一
時
勢
い
を
取
り
戻
す
も
の
の
、
建
武
五

年
（
延
元
二
年
〔
一
三
三
八
〕）
に
、
平
泉
寺
衆
徒
が
こ
も
る
越
前
藤
島
城

を
攻
略
中
の
味
方
を
応
援
に
ゆ
く
途
中
、
　と
う
み
ょ
う
じ
な
わ
て

燈
明
寺
畷　
（
現
在
の
福
井
市
新
田

塚
町
付
近
）
で
敵
方
と
遭
遇
し
、
乱
戦
の
末
戦
死
。

燈
明
寺
の
前
に
布
陣
し
て
、
藤
島
城
の
攻
略
に
手
間
取
る
と
こ
ろ
か
ら
、

新
田
義
貞
戦
死
に
い
た
る
ま
で
を
『
太
平
記
』
か
ら
引
用
し
ま
し
ょ
う
。
折

り
よ
く
、
日
本
文
学
電
子
図
書
館(J-T

E
X

T
S)

に
デ
ィ
ジ
タ
ル
版
が
置
い

て
あ
り
ま
す
。

○
義
貞
自
害
事
　
Ｓ
２
０
０
９

（
前
略
）
　く
わ
ん
ぐ
ん

官
軍　
　や
ぐ
ら
櫓　
を
　く
つ
が
へ
し

覆
　
て
　い
ら入　
ん
と
す
れ
ば
、（
藤
島
城
の
平

泉
寺
）
衆
徒
　わ
し
り
き

走
木　
を
　い
だ
し
出　
て
　つ
き突　
　お
と落　
す
。
衆
徒
橋
を
　わ
た
つ
渡　
て
　う
つ打　
て
　い
づ出　
れ
ば
、

　よ
せ
て

寄
手　
に
　く
わ
ん
ぐ
ん

官
軍　
　き
つ
さ
き

鋒　
を
　そ
ろ
へ
調　
て
　き
つ斬　
て
落
す
。
　お
ひ追　
つ
　か
へ
し
返　
つ
入
れ
　か
は替　
る
戦
ひ

に
、
時
刻
　お
し
う
つ
つ

押
移　
て
日
　す
で已　
に
　せ
い
ざ
ん

西
山　
に
沈
ま
ん
と
す
。
大
将
義
貞
は
、

　と
う
み
や
う
じ

燈
明
寺　
の
前
に
ひ
か
へ
て
、
　て手　
　お
ひ負　
の
　じ
つ
け
ん

実
検　
し
て
を
は
し
け
る
が
、

　ふ
ぢ
し
ま

藤
島　
の
　た
た
か
ひ

戦
　
　つ
よ
く
強　
し
て
、
　く
わ
ん
ぐ
ん

官
軍　
や
ゝ
も
す
れ
ば
　お
つ
た
て

追
立　
ら
る
ゝ
　て
い体　
に
見

へ
け
る
　あ
ひ
だ
間　
、
安
か
ら
ぬ
事
に
思
は
れ
け
る
に
や
、
馬
に
　の
り乗　
　か替　
へ
　よ
ろ
ひ
鎧　

を
　つ
け著　
か
へ
て
、
　わ
づ
か
纔　
に
　ご五　
　じ
ふ十　
　よ余　
　き騎　
の
　せ
い勢　
を
　あ
ひ
し
た
が

相
従　
へ
、
路
を
か
へ
　く
ろ畔　
を

伝
ひ
、
　ふ
ぢ
し
ま

藤
島　
の
城
へ
ぞ
　む
か向　
は
れ
け
る
。
　そ
の其　
時
分
　く
ろ
ま
る

黒
丸　
の
城
よ
り
、

細
川
　で出　
　は
の羽　
　か
み守　
・
　か鹿　
　く
さ草　
彦
太
郎
両
大
将
に
て
、
　ふ
ぢ
し
ま

藤
島　
の
城
を
攻
け
る

　よ
せ寄　
　て手　
　ど
も共　
を
　お
ひ
は
ら

追
払　
は
ん
と
て
、
　さ
ん
び
や
く

三
百　
　よ余　
　き騎　
の
勢
に
て
　よ
こ
な
は
て

横
畷　
を
　ま
は
り
廻　
け

る
に
、
義
貞
　て
き
め
ん

覿
面　
に
　ゆ
き行　
　あ合　
ひ
給
ふ
。
細
川
が
方
に
は
、
　か
ち
だ
ち

歩
立　
に
て

　た
て楯　
を
つ
い
た
る
　い射　
　て手　
　ど
も共　
多
か
り
け
れ
ば
、
　ふ
け深　
　た田　
に
　は
し走　
り
　お下　
り
、
前

に
　も
つ
た
て

持
楯　
を
　つ
き
な
ら
べ

衝
双　
て
　や
じ
り
鏃　
を
　さ
さ
へ
支　
て
　さ
ん
ざ
ん

散
　々
に
射
る
。
義
貞
の
方
に
は
、
　い射　

　て手　
の
一
人
も
な
く
、
楯
の
　い
ち
で
ふ

一
帖　
を
も
　も
た持　
せ
ざ
れ
ば
、
前
な
る
　つ
は
も
の

兵
　

義
貞
の
　や
お
も
て

矢
面　
に
　た
ち
ふ
さ
が
つ

立
塞　
て
、
　た
だ只　
　ま
と的　
に
　な
つ成　
て
ぞ
射
ら
れ
け
る
。
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（
中
略
、
義
貞
戦
死
。
首
級
は
敵
方
の
手
に
落
ち
る
。）

義
貞
の
死
骸
の
前
に
　ひ
ざ
ま
づ
い

跪
　
て
、
腹
か
き
　き
つ切　
て
　か
さ
な
重　
り
　ふ臥　
す
。
　こ
の
ほ
か

此
外　

　し四　
　じ
ふ十　
　よ余　
　き騎　
の
　つ
は
も
の

兵　
、
皆
　ほ
り
み
ぞ

堀
溝　
の
中
に
　い射　
　お
と落　
さ
れ
て
、
敵
の
　ひ
と
り
独　
を
も

　と
り取　
　え得　
ず
。
　い
ぬ
じ
に

犬
死　
し
て
こ
そ
　ふ
し臥　
た
り
け
れ
。

『
太
平
記
』
巻
第
二
十
、
『
太
平
記
　
全
』（
流
布
版
本
）（
国
民
文
庫
刊
行
会
）

日
本
文
学
電
子
図
書
館h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
-
t
e
x
t
s
.
c
o
m
/

（
現
代
語
訳
）
○
義
貞
自
害
の
こ
と
　
Ｓ
２
０
０
９

（
前
略
）
新
田
義
貞
方
の
官
軍
が
、
平
泉
寺
の
衆
徒
が
守
っ
て

い
る
藤
島
城
の
　や
ぐ
ら
櫓　
を
倒
し
て
突
入
し
よ
う
と
す
る
と
、
衆
徒
は
長

い
棒
を
出
し
て
、
突
き
落
と
す
。
逆
に
衆
徒
が
橋
を
渡
っ
て
打
っ

て
出
る
と
、
寄
せ
て
き
た
衆
徒
に
、
官
軍
は
刀
の
切
っ
先
を
揃
え

て
、
切
っ
て
落
と
す
。
追
い
つ
追
わ
れ
つ
、
攻
防
が
入
れ
替
わ
る

戦
い
が
続
き
、
時
刻
が
お
し
せ
ま
っ
て
、
日
は
す
で
に
西
の
山
に

沈
も
う
と
し
て
い
る
。
大
将
の
義
貞
は
、
　と
う
み
ょ
う
じ

燈
明
寺　
の
前
に
布
陣
し

て
、
負
傷
し
た
敵
兵
を
検
閲
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
藤
島
城

の
戦
い
が
手
　ご
わ強　
く
、
官
軍
が
や
や
も
す
る
と
追
い
立
て
ら
れ
る
さ

ま
を
見
て
い
る
と
、
こ
れ
は
捨
て
て
は
お
け
な
い
と
思
わ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
、
鎧
に
着
が
え
、
馬
に
乗
り
換
え
て
、
わ
ず
か
五
十

騎
ほ
ど
の
手
勢
を
従
え
て
、
正
規
の
道
で
な
く
畦
道
を
伝
っ
て
、

藤
島
城
へ
向
か
わ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
敵
方
は
、
黒
丸
城
よ
り
、

細
川
　で出　
　わ
の羽　
　か
み守　
・
　か鹿　
　く
さ草　
彦
太
郎
を
両
大
将
に
し
て
、
藤
島
城
を
攻

め
て
い
る
官
軍
を
追
い
払
お
う
と
、
横
道
の
畦
道
を
迂
回
し
て
進

ん
で
い
た
が
、
突
然
に
義
貞
の
軍
に
遭
遇
し
た
。
細
川
方
は
、
楯

を
も
っ
た
射
手
が
た
く
さ
ん
徒
歩
で
従
っ
て
い
た
の
で
、
泥
深
い

田
に
走
り
下
り
て
、
楯
を
隙
間
な
く
前
に
並
べ
て
、
鏃
を
弓
に
つ

が
え
て
、
ど
ん
ど
ん
矢
を
射
散
ら
し
た
。
一
方
の
義
貞
方
は
、
射

手
を
一
人
も
従
え
て
い
ず
、
楯
を
一
枚
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
兵
士
が
義
貞
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
が
、
た
だ
敵
の
矢
の

　ま
と的　
に
な
っ
て
、
　い射　
　こ
ろ殺　
さ
れ
る
だ
け
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

（
中
略
、
義
貞
戦
死
。
首
級
は
敵
方
の
手
に
落
ち
る
。）

重
臣
た
ち
は
、
首
の
な
い
義
貞
の
死
骸
の
前
に
　ひ
ざ
ま
づ
い

跪
　
て
、
切
腹

し
て
果
て
た
。
残
り
の
四
十
騎
あ
ま
り
も
、
射
落
と
さ
れ
て
田
の

側
溝
の
中
に
落
ち
、
敵
方
を
一
人
も
倒
す
こ
と
が
で
き
ず
、
犬
死

し
て
倒
れ
て
い
た
。

「
　い
ぬ
じ
に

犬
死　
し
て
こ
そ
　ふ
し臥　
た
り
け
れ
」
の
言
葉
で
わ
か
る
よ
う
に
、『
太
平
記
』

の
作
者
は
、
た
っ
た
五
十
騎
で
救
援
に
出
向
い
た
義
貞
の
軽
率
さ
を
非
難
し

て
い
ま
す
。
た
し
か
に
、
総
大
将
の
義
貞
は
、
自
ら
援
軍
に
出
向
く
の
で
は

な
く
、
有
能
な
部
下
を
大
将
に
し
た
援
軍
を
仕
立
て
て
出
陣
さ
せ
る
べ
き
で

す
ね
。
た
だ
、
そ
れ
ま
で
に
負
け
が
込
ん
で
い
て
、
総
大
将
と
し
て
お
さ
ま

り
か
え
る
こ
と
が
、
義
貞
に
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

時
は
下
っ
て
明
暦
二
年
〔
一
六
五
六
〕
に
、
戦
死
し
た
と
さ
れ
る
場
所

で
、
新
田
義
貞
の
も
の
と
お
ぼ
し
き
兜
が
発
見
さ
れ
、
越
前
松
平
家
で
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
兜
が
、
明
治
九
年
〔
一
八
七
五
〕
に
藤
島
神
社

が
創
建
さ
れ
た
と
き
に
宝
物
と
し
て
献
納
さ
れ
ま
し
た
。
藤
島
神
社
の
旧
地

（
現
在
の
福
井
市
新
田
塚
町
）
は
低
湿
で
あ
っ
た
た
め
、
明
治
三
四
年
〔
一

九
〇
〇
〕
現
在
の
地
に
移
り
ま
し
た
。
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■

西
光
寺
と
左
内
公
園

■

西
光
寺
の
勝
家
墓
地

藤
島
神
社
か
ら
五
分
ほ
ど
北
へ
戻
る
と
、
柴
田
勝
家
の
墓
所
で
あ
る
西
光

寺
に
着
き
ま
す
。
西
面
す
る
門
に
は
、「
　光明
山

乗
律
院　
西
光
寺
」
の
石
標
。
こ
の
門

は
、
保
育
園
と
の
共
用
で
こ
こ
か
ら
は
境
内
へ
は
入
れ
ま
せ
ん
。
境
内
へ
入

る
に
は
、
裏
側
の
東
側
の
門
に
回
り
ま
す
。
こ
の
寺
は
、
朝
倉
家
第
三
代
貞

景
に
よ
っ
て
岡
の
庄
（
現
在
の
福
井
市
　お
か岡　
　ぼ保　
）
に
創
建
さ
れ
た
が
、
朝
倉
家

滅
亡
時
に
焼
失
。
天
正
三
年
〔
一
五
七
五
〕
に
柴
田
勝
家
が
入
府
し
た
と

き
に
帰
依
し
、
現
在
地
に
移
し
て
、
北
の
庄
西
光
寺
と
呼
び
菩
提
寺
と
し
ま

し
た
。

西
光
寺
（
柴
田
勝
家
墓
所
）

柴
田
勝
家
・
お
市
墓

東
側
か
ら
境
内
に
入
る
と
、
南
向
き
に
柴
田
勝
家
と
お
市
の
方
の
墓
が

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
墓
は
、
豊
臣
家
の
祐
筆
山
中
山
城
守
長
俊
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
路
を
挟
ん
で
南
側
の
建
物
（
西
門

か
ら
写
し
た
写
真
で
み
る
と
、
自
動
車
と
鐘
楼
の
う
し
ろ
の
建
物
）
は
、
柴

田
勝
家
の
資
料
館
で
す
。

柴
田
勝
家
と
お
市
の
方
の
辞
世

夏
の
夜
の
夢
路
は
か
な
き
跡
の
名
を

雲
井
に
あ
げ
よ
山
ほ
と
と
ぎ
す

勝
家

さ
ら
ぬ
だ
に
う
ち
ぬ
る
ほ
ど
も
夏
の
夜
の

別
れ
を
さ
そ
ふ
ほ
と
と
ぎ
す
か
な

お
市

■

橋
本
左
内

柴
田
勝
家
墓
所
の
西
光
寺
の
す
ぐ
北
に
左
内
公
園
。
こ
こ
は
、
橋
本
　さ左　
　な
い内　

の
墓
所
で
す
。
公
園
の
南
側
に
、
橋
本
左
内
の
像
。
西
側
に
、
東
面
し
て
橋

本
左
内
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

橋
本
左
内
像
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橋
本
左
内
墓

啓
発
録
碑

橋
本
左
内
（
号
景
岳
。
天
保
五
年
〔
一
八
三
四
〕
〜
安
政
六
年
〔
一
八
五

九
〕）
は
、
大
坂
の
緒
方
洪
庵
、
江
戸
の
杉
田
成
卿
に
師
事
し
て
、
蘭
方
医
学

を
学
ん
だ
の
ち
、
福
井
藩
主
松
平
春
嶽
に
側
近
と
し
て
仕
え
ま
し
た
。
十
四

代
将
軍
と
し
て
一
橋
慶
喜
擁
立
を
　は
か図　
る
春
嶽
を
た
す
け
て
、
京
都
で
朝
廷
対

策
に
奔
走
し
ま
し
た
。
結
局
は
、
紀
伊
徳
川
家
の
慶
福
（
の
ち
の
家
茂
）
を

推
し
た
　い井　
　い伊　
　な
お直　
　す
け弼　
一
派
に
破
れ
、
春
嶽
は
隠
居
、
左
内
は
小
塚
原
刑
場
で
斬

首
さ
れ
ま
し
た
。
世
に
い
う
「
安
政
の
大
獄
」
で
す
。
こ
れ
は
報
復
に
ほ
か

な
ら
ず
、
井
伊
直
弼
の
歴
史
的
評
価
を
　お
と
し
貶　
め
る
こ
と
に
な
っ
た
　し
ょ
ぎ
ょ
う

所
業　
で
す
。

左
内
を
は
じ
め
と
す
る
、
有
為
の
人
材
を
多
数
抹
殺
し
た
た
め
、
直
弼
の
意

図
に
反
し
て
、
結
果
的
に
幕
府
の
命
脈
を
縮
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も

し
彼
ら
が
生
き
て
い
れ
ば
、
日
本
の
歴
史
は
倒
幕
と
い
う
方
向
に
向
か
わ
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

二
十
六
歳
で
夭
折
し
た
た
め
著
作
は
少
な
い
が
、
十
五
歳
の
折
に
著
し
た

『
啓
発
録
』（
嘉
永
元
年
〔
一
八
四
八
〕）
は
、
早
熟
な
天
才
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
五
つ
項
目
（
稚
心
を
去
る
、
気
を
振
う
、
志
を

立
て
る
、
学
に
　つ
と勉　
め
る
、
交
友
を
　え
ら択　
ぶ
）
は
、
前
途
の
あ
る
若
者
の
心
得
と

し
て
、
今
な
お
通
用
し
ま
す
。
左
内
公
園
に
は
、
こ
れ
ら
の
五
項
目
を
刻
ん

だ
碑
が
墓
所
に
隣
接
し
て
立
っ
て
い
ま
す
。

■

芭
蕉
と
福
井

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
よ
る
と
、
芭
蕉
は
、
吉
崎
の
歌
枕
「
汐
越
の
松
」

を
見
た
あ
と
、
丸
岡
の
天
竜
寺
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
す
で
に
山
中
温
泉
で
腹

を
病
ん
だ
曾
良
と
別
れ
て
お
り
、
金
沢
で
入
門
し
た
立
花
北
枝
（
蕉
門
十
哲

の
一
人
）
が
こ
こ
ま
で
は
同
行
し
て
い
ま
す
。
北
枝
と
も
別
れ
、
永
平
寺
を

め
ぐ
っ
た
あ
と
、
福
井
に
着
い
て
、
訪
ね
た
の
は
、
洞
栽
宅
。
芭
蕉
宿
泊
地

洞
栽
宅
跡
の
碑
が
、
左
内
公
園
の
中
、
左
内
墓
の
南
側
に
立
っ
て
い
ま
す
。

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
該
当
の
箇
所
を
引
用
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

福
井
は
三
里
　ば
か
り
計　
な
れ
ば
、
　ゆ
ふ夕　
　げ飯　
し
た
ゝ
め
て
　い
づ出　
る
に
、
た
そ
か

れ
の
　み
ち路　
た
ど

く
し
。
　こ
こ爰　
に
　と
う
さ
い

等
栽　
と
　い
ふ云　
古
き
　い
ん隠　
　し士　
　あ
り有　
。
い
づ
れ

の
年
に
か
、
江
戸
に
　き
た来　
り
て
予
を
　た
づ
ぬ
尋　
。
　は
る
か
遙　
十
と
せ
　あ
ま余　
り
　な
り也　
。
い

か
に
　お
い老　
さ
ら
ぼ
ひ
て
　あ
る有　
に
や
、
　は
た将　
　し
に死　
け
る
に
や
と
人
に
　た
づ
ね
尋　
　は
べ侍　
れ

ば
、
い
ま
だ
存
命
し
て
、
そ
こ

く
と
教
　（
ふ
）ゆ　。
市
中
ひ
そ
か
に

　ひ
き
い
り

引
入　
て
、
あ
や
し
の
　こ小　
　い
へ家　
に
　ゆ
ふ
が
ほ

夕
貌　
・
へ
ち
ま
の
は
　（
へ
）え　か
ゝ
り
て
、

　け
い
と
う

鶏
頭　
・
　（
帚

木
）

は
ゝ
木
　ゞ
に
　と戸　
ぼ
そ
を
か
く
す
。
さ
て
は
、
　こ
の此　
う
ち
に
こ

そ
と
　か
ど門　
を
　た
た
け
扣　
ば
、
　わ
び侘　
し
げ
な
る
女
の
　い
で出　
て
、「
い
づ
く
よ
り
わ
た



27 ■ 芭蕉と福井

芭
蕉
宿
泊
地
洞
栽
宅
跡
の
碑

説
明
パ
ネ
ル
拡
大
図

り
給
ふ
　だ
う
し
ん

道
心　
の
　ご御　
　ば
う坊　
に
や
。
あ
る
じ
は
　こ
の此　
あ
た
り
　な
に何　
が
し
と
　い
ふ云　
も

の
ゝ
方
に
　ゆ
き行　
ぬ
。
も
し
用
あ
ら
ば
　た
づ
ね
尋　
給
へ
」
と
い
ふ
。
か
れ
が
妻

な
る
べ
し
と
し
ら
る
。
む
か
し
物
が
た
り
に
こ
そ
、
か
ゝ
る
　ふ風　
　ぜ
い情　

は
　は
べ侍　
れ
と
、
や
が
て
　た
づ
ね
尋　
あ
ひ
て
、
そ
の
家
に
　ふ
た二　
　よ夜　
と
ま
り
て
、
名

月
は
　（
敦

賀
）

つ
る
が　
の
み
な
と
に
と
た
び
　だ
つ立　
。
等
栽
も
共
に
送
ら
ん
と
、

　す
そ裾　
お
か
し
う
か
ら
げ
て
、
路
の
　し枝　
　お
り折　
と
う
か
れ
　た
つ立　
。

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
芭
蕉
、
元
禄
一
五
年
〔
一
七
〇
二
〕

『
芭
蕉
奥
お
く
の
ほ
そ
道
』
萩
原
恭
男
校
注
、
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
（
一
九
九
一
）

「
む
か
し
物
が
た
り
に
こ
そ
」
と
い
う
の
は
、
紫
式
部
『
源
氏
物
語
』
の

こ
と
で
す
。「

•　あ
•　や
•　し
•　の
•　小
•　家
に
　（
夕
顔
）

夕
貌　
・
へ
ち
ま
の
は
え
か
ゝ
り
て
」
の
箇

所
が
、
第
四
帖
「
夕
顔
」
を
ふ
ま
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、『
源
氏
物
語
』
で

は
、「
げ
に
い
と

•　小
•　家
が
ち
に
、
む
つ
か
し
げ
な
る
わ
た
り
の
こ
の
も
か
の

も
、

•　あ
•　や
•　し
•　く
う
ち
よ
ろ
ぼ
い
て
、
む
ね
む
ね
し
か
ら
ぬ
軒
の
つ
ま
な
ど
に

は
い
ま
つ
わ
れ
た
る
を
」
と
夕
顔
が
垣
根
や
屋
根
に
か
ら
ま
っ
て
い
る
様
子

を
描
写
し
た
あ
と
、
　や
り遣　
　ど戸　
　ぐ
ち口　
か
ら
出
て
く
る
の
は
、「
侘
し
げ
な
る
女
」
で

は
な
く
て
、「
　き黄　
な
る
　す
ず生　
　し絹　
の
　ひ
と
え
単　
　は
か
ま
袴　
、
長
く
き
こ
な
し
た
る
　わ
ら童　
　は女　
」
で
す
。

こ
の
あ
た
り
の
脚
色
は
芭
蕉
な
ら
で
は
の
　お
か俳　
　し諧　
　み味　
で
、
等
栽
（
洞
栽
）
宅
か

ら
出
て
き
た
の
が
、
本
当
に
「
侘
し
げ
な
る
女
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
保

障
の
か
ぎ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
現
代
語
訳
）

福
井
は
（
永
平
寺
か
ら
）
三
里
ば
か
り
な
の
で
、
夕
餉
を
食
べ

て
か
ら
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
夕
暮
れ
の
道
を
歩
く
の
は
、
は
か
が

ゆ
か
な
い
。
福
井
に
等
栽
（
洞
栽
）
と
い
う
俳
人
が
隠
棲
し
て
い

る
。
何
年
か
前
に
、
江
戸
に
来
て
、
私
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
が

あ
る
が
、
も
う
は
や
十
年
余
り
に
な
る
。
ど
の
よ
う
に
老
い
ぼ
れ

て
い
る
か
、
あ
る
い
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
と
、
人
に
尋
ね
る

と
、
ま
だ
存
命
で
、
ど
こ
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

市
中
の
人
目
に
た
た
な
い
よ
う
な
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
あ
や
し

げ
な
小
家
が
あ
っ
て
、
夕
顔
や
へ
ち
ま
が
覆
い
か
か
っ
て
、
鶏
頭

や
箒
木
が
門
の
扉
を
隠
し
て
い
る
。
さ
て
は
等
栽
宅
は
こ
の
中
で

あ
ろ
う
と
、
門
を
た
た
く
と
、
み
す
ぼ
ら
し
い
女
が
出
て
き
て
、

「
ど
こ
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
修
行
中
の
お
坊
さ
ま
で
す
か
。
主

人
は
、
こ
の
あ
た
り
の
だ
れ
そ
れ
と
い
う
者
の
お
宅
に
い
っ
て
い
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ま
す
。
も
し
も
用
が
あ
る
な
ら
、
そ
こ
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
。
そ
れ
が
、
等
栽
の
妻
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

昔
の
物
語
に
こ
の
よ
う
な
風
情
あ
る
場
面
が
で
て
き
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
な
が
ら
、
教
え
ら
れ
た
家
を
訪
ね
る
と
、
や
っ
と
等
栽

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
等
栽
の
家
に
は
、
二
晩
泊
ま
っ
て
、

名
月
は
敦
賀
の
湊
で
み
よ
う
と
い
っ
て
旅
立
っ
た
。
等
栽
も
「
一

緒
に
送
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
お
も
し
ろ
く
裾
を
か
ら
げ
て
、
道
案

内
を
し
よ
う
と
は
り
き
っ
て
旅
立
っ
た
。

よ
ほ
ど
う
ま
が
合
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
二
晩
も
泊
っ
て
、
敦
賀
ま
で
同
行

す
る
と
は
。「
敦
賀
で
名
月
を
」
と
は
り
き
っ
た
の
は
、
芭
蕉
も
等
栽
（
洞

栽
）
も
同
じ
。
す
で
に
、
曾
良
と
別
れ
て
芭
蕉
の
一
人
旅
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
洞
栽
が
道
案
内
を
買
っ
て
出
た
の
で
し
ょ
う
。

曾
良
は
別
れ
た
と
い
う
も
の
の
、
療
養
先
の
伊
勢
長
島
に
向
か
う
途
中
、

前
も
っ
て
宿
泊
地
ご
と
に
手
は
ず
を
整
え
て
い
た
形
跡
が
う
か
が
え
ま
す
。

た
だ
し
、『
曾
良
日
記
』
に
よ
る
と
、
新
田
塚
を
訪
ね
、
黒
丸
城
の
あ
と
を

し
の
ん
だ
あ
と
、
福
井
に
は
宿
泊
せ
ず
に
、
今
庄
ま
で
歩
い
て
、
そ
こ
で
宿

泊
し
て
い
ま
す
。
日
記
に
は
、
等
栽
（
洞
栽
）
の
名
前
は
で
て
き
ま
せ
ん
の

で
、
福
井
で
の
手
配
は
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
で
す
。

宮
崎
荊
口
が
書
き
留
め
た
『
荊
口
句
帖
』
が
、
昭
和
三
四
年
〔
一
九
五
九
〕

に
大
垣
市
で
発
見
さ
れ
、
そ
の
序
文
（
露
通
に
よ
る
。
露
通
は
『
お
く
の
ほ

そ
道
』
の
大
団
円
の
大
垣
で
出
て
き
ま
す
）
の
中
に
、
芭
蕉
が
敦
賀
で
詠
ん

だ
と
さ
れ
る
十
五
句
の
う
ち
の
十
四
句
（
一
句
は
破
損
の
た
め
見
え
な
い
）

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、『
芭
蕉
翁
名
月
一
夜
十
五
句
』
と
呼
ば
れ

る
連
作
で
す
。
左
内
公
園
の
洞
栽
宅
跡
の
石
標
の
背
後
に
は
、
こ
れ
ら
の
句

が
説
明
入
で
パ
ネ
ル
標
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
句
。

福
井
洞
栽
子
を
さ
そ
ふ

名
月
の
見
所
　と
は問　
ん
旅
寐
せ
む

芭

蕉

『
芭
蕉
翁
名
月
一
夜
十
五
句
』
元
禄
二
年
〔
一
六
八
九
〕

松
尾
芭
蕉
句
碑
「
名
月
の
見
所
　と
は問　
ん
旅
寐
せ
む
」

此
の
句
を
刻
ん
だ
芭
蕉
句
碑
が
、
洞
栽
宅
跡
の
石
標
の
か
た
わ
ら
に
立
っ

て
い
ま
す
。
文
字
に
墨
入
れ
を
し
て
い
な
い
の
で
、
か
な
り
判
読
し
に
く
い

が
、
目
を
凝
ら
す
と
、
満
月
の
中
に
五
七
五
と
三
行
に
彫
ら
れ
て
い
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
時
間
切
れ
。
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
学
会
秋

季
年
会
の
受
付
開
始
時
間
が
せ
ま
っ
た
の
で
、
昼
食
を
済
ま
せ
た
あ
と
で
、

会
場
の
福
井
商
工
会
議
所
へ
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
研
究
発
表
と
夜
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の
懇
親
会
に
出
席
。
演
題
は
、「
置
換
様
式
の
制
限
を
考
慮
し
た
化
合
物
の

数
え
上
げ
」。
こ
れ
が
筆
者
の
普
段
の
本
業
で
、
ま
じ
め
に
勤
め
て
い
ま
す
。

■

養
浩
館
の
青
鷺

翌
日
は
、
学
会
に
出
て
午
前
中
と
午
後
の
前
半
の
発
表
を
聞
き
、
す
こ
し

早
く
切
り
上
げ
て
、
雨
の
中
を
養
浩
館
庭
園
の
見
物
に
出
か
け
ま
し
た
。
福

井
城
址
の
北
、
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
冒
頭
に
掲
げ
た
地

図
か
ら
は
、
す
こ
し
だ
け
は
ず
れ
て
い
ま
す
。

養
浩
館
庭
園

（
御
座
の
間
よ
り
清
廉
を
望
む
）

（
御
台
所
）

こ
の
庭
園
の
あ
る
屋
敷
は
、
福
井
藩
の
藩
邸
で
あ
っ
た
御
泉
水
屋
敷
を
、

明
治
一
七
年
〔
一
八
八
四
〕
に
松
平
春
嶽
が
養
浩
館
と
名
づ
け
、
迎
賓
館
と

し
て
使
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
昭
和
二
十
年
〔
一
九
四
五
〕
の
福
井
空
襲
に

よ
り
焼
失
し
て
い
た
の
を
、
平
成
五
年
〔
一
九
九
三
〕
に
復
元
し
た
も
の
。

中
央
の
広
々
と
し
た
池
の
周
り
を
め
ぐ
る
回
遊
式
の
庭
園
が
見
ど
こ
ろ
。
御

座
の
間
よ
り
西
を
望
む
と
、
対
岸
に
清
廉
（
寄
棟
の
小
亭
）
が
　し
つ
ら
設　
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

雨
の
中
に
行
灯
を
　と
も点　
し
た
養
浩
館
の
建
物
を
池
越
し
に
一
枚
。
池
の
水
面

に
行
灯
の
光
が
映
っ
て
な
か
な
か
の
景
色
で
し
た
が
、
写
真
で
は
今
一
つ
で

す
ね
。

養
浩
館
を
池
越
し
に
望
む

築
山
の
青
鷺

そ
れ
に
、
築
山
を
青
鷺
が
悠
然
と
歩
い
て
い
た
の
で
、
一
枚
。
青
鷺
が
首

筋
を
伸
ば
し
悠
々
と
歩
む
足
元
に
は
雨
に
濡
れ
た
落
葉
。
養
浩
館
を
歩
む
松

平
春
嶽
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。
写
真
に
添
え
て
駄
句
を
一
句
。
濡
れ
落
葉
た

る
七
十
前
の
翁
が
、
毅
然
と
し
た
鷺
を
　う
ら
や
羨　
ん
で
い
る
図
は
、
滑
稽
。
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養
浩
館
に
て
、
築
山
の
青
鷺
を
め
で
て

青
鷺
の
　は
ぎ脛　
長
く
し
て
落
葉
踏
む

艸
蟲
齋

青
鷺
は
何
を
お
も
ふ
か
秋
の
雨

艸
蟲
齋

口
直
し
に
蕪
村
の
句
を
載
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
夏

の
句
。夕

風
や
水
青
鷺
の
　は
ぎ脛　
を
う
つ

蕪

村

『
蕪
村
自
筆
句
帳
（
本
間
本
）』
三
八
五
、
尾
形
仂
編
著
、
筑
摩
書
房
（
一
九
七
四
）

夏
山
や
京
尽
し
　と
ぶ飛　
鷺
ひ
と
つ

蕪

村

『
蕪
村
全
句
集
』
一
〇
二
九
、
藤
田
真
一
、
清
登
典
子
編
、
お
う
ふ
う
（
二
〇
〇
〇
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所

(h
ttp

:/
/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」(

番
外
二)
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